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町屋遺跡は笛吹市人代町米倉と永井に跨っており、古代瓦を出土した喩伽寺はじめ

狭い範囲に寺の多い地域である。本文にもあるとおり、市役所八代支所から南西に向

けた地域には古代官衡の存在を思わせる地名が随所に残っており、浅川沿いにある「米

倉」は米を集積貯蔵し、水運を利用して笛吹川、富士川へと搬出するための施設があっ

た可能性があると指摘する研究者もいる。米倉以外にも御所、堀之内、侭 (儘)ノ 下、

やや東に離れるが高家などがあり、その名前から宮家に係累をもつ古代の官人が活躍

していたことの名残が窺える。

御坂山塊から発した幾多の小河川が笛吹川に向かって緩やかに土砂を吐き出し扇状

地を形成したが、傾斜は米倉あたりからいっそう緩くなり、甲府盆地の中心に向かっ

てほぼ平坦になる。水は今述べた小河川、また湧き水によって豊富に供給される。と

いうことで、この地の古代の景観は、整然と区画された豊かな田畑が見渡す限り広がっ

ている。・・というものだったと想像する。

いっぽう長閑な田園風景とは裏腹に、「国家」の収税のシステムは細部に渡るまで

整備され、住民は生産活動を厳しく統制され、収奪されていたはずであり、彼ら自身

の生活が豊かであったとは言えないのが古代社会の現実であろう。

さて、今回の発掘調査は市道拡幅整備にともなうもので、狭小な空間での苦労多い

ものであったと聞き及んでいる。時期も真冬で、調査を担当された方々、ご助言くだ

さった諸氏・諸機関のお骨折りに感謝を申しあげるとともに、こうしてその成果が公

刊されるに至ったことを喜びたい。

平成 20年 3月 31日

笛吹市教育委員会

教育長 山 田 武 人
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1 遺構 。遺物の縮尺は、原則として各図ごとに示している。
2 本書第 1図で使用している地図は、国土地理院発行の地形図「甲府」 (160,000)を使用し、第 2図は、
1990年八代町教育委員会発行『遺跡詳細分布調査報告書 八代町埋蔵文化財調査報告書第 7集』から

転載している。

3 遺物の挿図番号は、各遺構ごとに連番で付した。遺物分布図および観察表・本文中の番号は対応 して
ヤヽる。

4 各遺構における遺物分布図で示したマークは、遺物の種類にかかわらず全て0で示している。
5 土層および遺物の色調名は、『新版標準土色帳』13版 (農林省水産技術会議事務所監4寡 小山正忠・

竹原秀雄編 。著 1993)に よっている。

6 遺物図版中の平安時代土器および陶器の断面が黒塗 りの場合は須恵器を示している。土器内外面の濃
い点スクリーントーンは油煙の範囲を、網状のスクリーントーンはウルシ状付着物の範囲、やや薄い

点状のスクリーントーンは黒色処理もしくは赤彩を、斜線は磨 り面等の二次転用された範囲を示 して

いる。また矢印は灰釉の範囲を示している。凹石の外形線に沿った矢印は、擦 り面の範囲を示している。
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第 I章 調査の経緯と概要
今回報告する町屋追跡の発掘調査は、事業主体者である笛吹市が、同市人代町米倉 47-2番地外におい

て市道改良工事を計画し、市教育委員会に埋蔵文化財の有無のRR会をおこなってきた。市教育委員会では

遺跡地図との照合をおこなった結果、周知の埋蔵文化財包蔵地である「町屋遺跡」内に位置しており、現

地踏査でも平安時代を中心とする遺物の散布が認められた。そのため、文化庁および山梨県から補助金を

受け、計画予定地内の埋蔵文化財の有無を確認するため、平成 17年 10月 11日 から10月 21日 にかけて

試掘調査を実施した。

その結果、竪穴建物跡の床面と思われる硬化面と多量の平安時代の土器資料が出上したことから、山梨

県教育委員会学術文化財課と笛吹市で協議をおこなったところ、遺構密度が濃いと思われる計画予定地西

側の約 1,550だ を対象に記録保存を目的とした発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は、平成 18年 1月 10日 から2月 28日 まで実施し、その結果、平安時代を中心とする竪穴建

物跡 (SI)7棟、土坑・ピット (SK)48基、溝状遺構 。旧流路跡 (SD)9条 が検出された。なお、整理

作業および報告書作成業務は、発掘調査終了後、平成 18年度、19年度の各年度ごとに (財 )山梨文化財

研究所に委託して実施し、平成 20年 3月 に報告書刊行に至った。

第Ⅱ章 遺跡の位置と環境
第 1節 位置と地理的環境

山梨県笛吹市は、平成 16年 10月 に、旧東八代郡八代町、石和町、御坂町、一宮町、境川村、東山梨郡

春日居町が合併して発足し、平成 18年 8月 には東人代郡芦川村を編入合併し現在に至っている。そのう

ち町屋遺跡が所在するのは、旧東入代郡人代町域であり、現所在地は山梨県笛吹市入代町となっている。

現笛吹市人代町域は、甲府盆地の南東縁に位置し、南東部には御坂山脈の中央部の山地が広がり、北側

に笛吹川、東側に天川、西側に浅川が流れる。御坂山地から甲府盆地に向かって榊座山を水源とする浅川

が西流し、その浅川を主体として形成された浅川扇状地が展開している。町屋遺跡は浅川の右岸の緩やか

な傾斜をもつ標高 295m前後を測る扇状地上に立地し、さらにその微高地と網状に展開する埋没旧河道が

入り組む微高地上に立地している。

第 2節 歴史的環境

御坂山地の山麓から浅川扇状地にかけての一帯は、縄文時代からの追跡が濃密に分布する地域と知られ、

特に縄文時代では、前期の集落遺跡である花鳥山遺跡が挙げられる。多量の土器群の他、獣骨や魚骨、堅

果やエゴマなど当時の食生活に関する幅広い自然資料が出土した遺跡として知られる。また、弥生時代後

期の集落遺跡である身洗沢遣跡は県内ではじめて水田跡が検出された遺跡として知られる。

甲府盆地において濃密な古墳の分布域である曾根丘陵の東端に属し、古墳時代には人代町岡にある岡銚

子塚古墳をはじめとして前方後円墳や、県内唯一の方墳である人代町米倉の竜塚古墳など数多くの古墳が

分布する。特に岡銚子塚古墳は畿内色を持つ甲斐銚子塚古墳 (甲府市、旧中道町)の盟主墳とも考えられ

ている。旧人代町域は古代甲斐国における初期王権の成立過程においても注目されており、古墳後期から

奈良時代 。平安時代にかけての集落遺跡も分布し、永井に所在する喩伽寺では、白鳳～天平期の薬師如来

塑像をもち、甲斐国分尼寺出土瓦と同竜と思われる軒平瓦が出土しているとされている。
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第 1図 遺跡位置 と周辺官衛関連・寺院遺跡分布図 (1/50,000)
1 町屋遺跡  2 喩伽寺  3 堀ノ内遺跡  4 推定国衝跡
5 国分僧寺  6 国分尼寺 7 寺本廃寺および国府遺跡
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第 2図 周辺遺跡分布図
1 屋敷ノ内 19身 洗澤   37長 慶事 55森 ノ上南 73絵 モ    91清 水    109土 原     138弁 財天塚古墳  160猿 子塚古墳   200屋 敷 ノ内
2 塚越   20鶴 辺    38下 原  56山 ノ神  74綿 史斗   92田 中畑   110花 鳥山    139狐 塚古墳    164石 塚古墳    201武 田信守館跡

3 神ノ木  21 三原沢   39向 原  57森 ノ上北 75丸 山    93早 稲田   111深 沢道上   140樹 塚 (荘塚)古墳 165蝙 蝠塚古墳   202能 成寺跡

4 鎌田   22ゴ ヒ 向隅  40根 岸  58宮 川   76東 小山 A  94法 花田   112切 付平    142物 見塚古墳   168芋 塚古墳    203奴 白屋致跡

5 矢ノ畑  23福 田    41 扇田  59ノ ＼王子  77東 小山 B  95八 反田 A  l13矢 沢     143鎧 塚古墳    174蝙 蝠塚第一号墳 204飯 四氏屋敷跡
6 -町 五反 24下 長沢   42弁 克天 60伊 勢之宮 78東 小山 C  96八 反田 B  l14大 覚林    144含 ヒ成寺塚古墳  175蝙 蝠塚古墳   205下 新兵衛屋敷跡
7 沢又木  25馬 見塚   43長 崎  61 上小下  79宮 ノ後   97-町 田   115稲 山原    145信 守塚古墳   176狐 塚古墳    206浪 人屋敷

8 角田   26安 事田   44五 里原 62久 保 A  80中 丸     98梅 ノ本田  116銚 子原    147伊 勢塚古墳   182お こり塚古墳  207米 倉氏館跡
9 壱町田  27長 沢    45真 道澤 63下 神之木 81 横堰    99青 木田   117ノ ＼幡     148団 栗塚古墳   184こ おり塚古墳  208米 倉氏館跡
10上反田  28横 田    46侭 ノ下 64上 神之本 82高 家 御崎 100後藤    118夜 長     149真 根子塚古墳  185御 崎古墳    209」 山ヽ城 l■

11 穴田   29下 長崎   47神 田  65金 地蔵  83塚 露    101前 田    119大 仏塚    151双 子塚古墳   186御 崎二号墳   210高 家三雲[屋敷跡
12柳田   30豊 気    48原    66御 崎林  84土 井原   102梨 木    120花 田     152雌 蟻塚古墳   189八 幡塚古墳
13泉田   31 南居    49二 子塚 67堀 川   85沢 添    103中 原    121 金山     153雄 蟻塚古墳   190大 仏塚古墳
14雁 甲 B  32米 倉 向田 50堀 ノ内 68久 保 B  86引 ヒ割    104蝙 蝠塚   122竜 安寺川西  155大 塚古墳    191鳩 峰古墳
15宮田   33町 屋    51 大庭  69下 小下  87岡  村上  105南 原    123上 ノ平 A   156古 柳塚古墳   193竜 塚古墳
16雁 甲 A  34今 宮    52和 泉  70芝 草   88南  村上  106久 保畑   124上 ノ平 B   157地 蔵塚古墳   194富 士塚古墳
17渋田   35天 神原   53竹 之内 71 大橋   89浅 見原   107柚 木    125大 谷沢 A   158山 神塚古墳   195盃 塚古墳    ※スクリーン トーン部
18芦川田  36宮 之後   54奴 白  72'後 塚  90大 久保   108竹 居 御崎 137ノ＼幡さん古墳 159馬 見塚古墳   1969【 子塚古墳    は条里制遺橋範囲
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第 3図 試掘 ドレンチ配置図

現在の笛吹市域は、律令制下では山梨郡と入代郡に属し、隣日名類衆抄』の記載には「国府は入代郡に

あり」とみえ、笛吹市御坂町国行をその遺称とみなす説が有力である。郷では、町屋遺跡のある笛吹市八

代町は人代郷と長江郷に比定されている。人代郷は郡名の由来にもなっており、高家や米倉といった郡家

や古代官衡に関わる地名遺称もみられることから、郡家やその他の官衡施設が所在した地である可能性も

極めて高い。旧入代町域には、先の浅川沿いには官道ではないが、甲斐国と東海道を結ぶ古道である「若

彦路」が通っており、日本武尊 (ヤマトタケル)に関する伝承が残されているとともに、中世には甲斐源

氏挙兵時にも利用されたとされている。

平安時代には熊野社領となる人代荘が成立し、「長寛勘文」にみられる国司と荘園領主の封立から、国

司側が敗北した荘園停廃事件が起こる。この事件に連座した在庁官人の三枝氏は没落し、中世には国中地

方の各地で勢力を広げた甲斐源氏の一族が町域にも進出する。

第Ⅲ章 調査方法と層位
発掘調査は、前述したとおり、試掘調査の結果を受け開発予定地内の西側部分を中心におこなった (第 3・

4図参照)。 調査は道路拡幅部分および擁壁部分の、極めて狭い幅の トレンチ調査となっている。調査区

は幅約 2.5m、 長さ約 25mを 測る南北方向に延びるトレンチが一箇所、そして幅約 ■5m、 長さ約 20m
を測る、同じく南北方向に延びる トレンチがもう一箇所。さらに幅約 1.5m東西方向約 35m、 南北方向

約 25mを 測る逆 L字状を呈するトレンチが 1箇所、計 3箇所となっている。調査の便宜を図るため、前
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者のトレンチを「第 1ト レンチ」、中者を「第3ト レンテ」、後者を「第2ト レンチ」と呼称し、さらに東

西方向に延びる箇所を「第2ト レンチ東西ライン」、南北方向に延びる箇所を「第2ト レンチ南北ライン」

とした。発掘調査面積は合計 200ポである。

重機による表土剥ぎ作業の終了後、計画予定地全体を覆うように国土座標にあわせて、南北方向をX軸、

東西方向をY軸とし、2mメ ッシュを基本とするグリッドを設定した。南西隅を基点として、世界測地系
座標 X=-43300.000、 Y=12100.000を原点 (X=0、 Y=0)と している。グリッドの名称は南北方向を南
からXOo Xl・ X2・ ―、東西方向を西からYO・ Yl・ Y2-・ とし、南西隅を基点として、XlYlグ リッド
と呼称した。

表土および盛土層の除去・掘削については、重機を使用したが、遺構調査については、すべて人力で覆

土を除去し、発生土の排出についても人力でおこなった。確認された遺構は、確認されたものから順次遺

構番号を付して調査をおこなっていったが、重複し新旧関係が不明瞭な遺構については、同時に調査をお

こない、土層観察・出土遺物の様刑から新 I日関係の決定をおこなってから遺構番号を付したものもある。

出土した遺物については、原位置が判明する直径 3 cm以上の大きさを測る土器片等については、極力、

光波測量器によって各遺構および出土地点ごとにナンバリングして取り上げていった。遺構の測量につい

ても光波測量器による平面測量を中心とし、カマドなど小規模な遺構については 1/10・ 1/20の縮尺を基

本として、平板測量と遣り方測量も併用した。

本遺跡における基本層位を第2ト レンチでみると (第 6・ 8図等参照)、 現表土 。現耕作土および旧耕作

土直下で遺構確認面 (責褐色砂質土:10YR5/8月 礫ヽ含む)が表出し、南北ラインでは遺構確認までおよそ
30～ 40 cm、 東西ラインではおよそ 50～ 70 cmを 測る。竪穴部壁の残存高をみると、南北ライン、東西ラ

イン検出竪穴建物跡ともほぼ同程度であり、確認面までの深さのレベル差は、北東から南西にかけて地形

的に傾斜していることが要因であろう。
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第 5図 遺構配置図



第Ⅳ章 検出された遺構と遺物
第 1節 竪穴建物跡 [SI]

S11(第 6。 13図 )

(位置)第 2ト レンチ南北ラインの北端部分、X18～ 21・ Y23・ 24グ リッドにて検出。 (重複 。遺存状況)

SKlに掘 り込まれ、現地境溝と思われる撹乱坑により、本遺構南側が破壊されており、遺構の大半は調

査区外に延びている。 (形態・規模等)形態は隅丸方形を呈するものと思われ、南北軸は 4.5m以上を測る。

(壁・壁溝・床面等)壁溝は不明。竪穴部の確認面からの深さは最大 44 cmを 測 り、床面は貼床で、カマ ド

前面部がやや堅固。(柱穴)柱穴北壁際で小ピットが 1基検出されているのみ。(カ マ ド)北壁において検出。

焼土範囲として確認され、遺存状態は悪 く燃焼部掘 り方と石製支脚が検出されたのみ。 (出土遺物)カ マ

ド周辺部を中心に散在的に出土しており、床面直上レベルのものが多い。および貝占床内からの出土が多い。

土師器杯 (刻書土器含む)。 奏、土師質柱状高台片、須恵器奏などが出土。 (時期)8世紀前半代～中頃。
S12(第 6。 7。 13。 14)

(位置)第 3ト レンチ北端部分、X17～ 19。 Y24～ 26グ リッドにて検出。 (重複・遺存状況)S13・ 4と 重複し、

S11と も重複していると思われる。S14に掘 り込まれていることは明確だが、S11・ 3と の新旧関係は不明瞭。

出土遺物の時期から、S11よ り新しく、S13よ り古い。 (形態 。規模等)形態は隅丸方形を呈するものと思
われるが不明。規模も不明で検出された南北軸約 2.4m、 、東西軸約 2.5mの範囲を検出。(壁・壁溝・床面等 )

壁溝は南壁下において一部検出。竪穴部の確認面からの深さは最大 35 cmを測 り、床面は全体的にやや軟弱。

(柱穴)不明。 (カ マ ド)東壁において石組カマ ドを検出。右袖部の石組は抜き取られ、燃焼部埋土上部に

据え置かれたような状態で検出。人為的な破壊行為がうかがわれる。 (そ の他施設)南東コーナー部にち

長方形を呈する貯蔵穴状の掘 り方を検出。長軸 0.90m、 短軸 0.58m、 深さ0,18mを 測る。カマ ド構築土

に被覆されており、さらに埋土上面から土師器郭や礫が出土しているため、貯蔵穴ではなく、竪穴部掘り

方の可能性もある。 (出土遺物)遺物の出土量は多いが、出土レベルの幅も広 く、時期的にも8世紀代と

10世紀代とバラツキがみられる。土師器郭 (墨書・刻書土器含む)。 奏、須恵器郭 。奏、灰釉陶器椀など

が出土している。 (時期)カ マ ド内出土遺物および床面直上遺物の時期から8世紀後半代としておきたい。

S13(第 7・ 15図 )

(位置)第 3ト レンチ北端部分、X18～ 20・ Y26・ 27グ リッドにて検出。 (重複 。遺存状況)S12・ 4と 重

複している。各遺構との新旧関係は不明瞭。出土遺物の時期からも、S12よ り新 しいと判明するが、S14

とは時間差がみられない。 (形態・規模等)形態は隅丸方形などを呈するものと思われるが全容は不明。

南北軸の規模については、現状で 405mを 測る。東西軸については不明である。 (壁・壁溝・床面等)壁
溝は東壁の一部において確認されているにすぎない。確認面からの竪穴部の深さは最大 56 cmを 測り、床

面はカマ ド前面部で一部堅回な範囲を確認。 (柱穴)北壁際で柱穴状のピットが 1基検出されているが、

柱穴かどうかは不明。 (カ マ ド)東壁において、その前面部の一部を検出。石組み。確認段階では、袖石
と思われる礫が床直でカマ ド北脇の床面直上から出土。燃焼部埋土上面からも出土。焼上の残存は顕著で

はない。 (そ の他施設)カ マ ド右袖に付随するように棚状施設が付設されている。2～ 3層から成る盛土

層で構築されている。その上面に接する状態で、「大」と墨書された土師器邦が正位で出土している。 (出

土遺物)遺物の出土量は、全体的にあまり多くないが、土師器郭・皿・甕、須恵器蓋 。壺・甕などが出土。

特筆されるものとして、土師器郭でウルシ付着の刻書土器や、前述した「大」と記された墨書土器が挙げ

られる。 (時期)9世紀末～ 10世紀初頭。
Si4(第 6・ 16図 )

(位置)第 3ト レンチ北端部分、X18～ 20・ Y25～ 26グ リッドにて検出。 (重複。遺存状況)S12。 3と重複し、
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S11と も重複していると思われる。S12を掘 り込んで構築しているが、S11・ 2と の新旧関係は不明瞭。 (形

態・規模等)形態は隅丸方形を呈するものと思われるが全容は不明で、規模は検出された現状で南北軸約
2.3m、、東西軸約 ■3mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は不明。竪穴部の確認面からの深さは最大 34
cmを測り、床面は多少硬化しているものの、概 して軟弱である。 (柱穴)不明。 (カ マ ド)不明。 (出土遺物 )
遺物の出土量は多い。土師器郭 (墨書土器含む、「大」)・ 高台必 (刻書土器含む)・皿 (墨書土器含む、「大」)

奏、須恵器郭などの小片が出土している。 (時期)9世紀末～ 10世紀初頭。
S15(第 8。 16図 )

(位置)第 2ト レンチ東西ライン東側、X9。 10Y15～ 17グ リッドにて検出。 (重複・遺存状況)S16お よ
び SKllと 重複し、いずれの遺構にも掘 り込まれており、大半が調査区外に廷びている。 (形態・規模等 )

形態は不明。検出規模は東西軸約 4.5mを測る。 (壁 。壁溝・床面等)壁溝は東壁下において一部検出。
竪穴部の確認面からの深さは最大約 21 cmを 測 り、床面は全体に堅固である。SK14の上面を中心とする

床面上には、炭化物層の範囲が認められた。 (桂穴)柱穴と思われる径 26～ 35 cm、 深さ 25～ 40 cmを 測
るピット1・ 2が検出されているが、断定はできない。 (カ マ ド)検出されていないが、北面セクションか
かるように、ややまとまった扁平な礫が検出されている。これら礫が抜き取られたカマドの袖石である可

能性も考えられる。 (その他施設)床面中央付近において小ピットを伴う幅 18～ 20 cm、 深さ5～ 6 cmを
測る小溝が逆 L字状にみられ、これは間仕切り施設に伴う溝と思われる。また、ピット3の ように、根
石のような小礫を伴って扁平な礫を埋設しているピットや、床面に据え置かれたような扁平な礫がみられ

るが、これは柱の礎石となる可能性もある。 (出土遺物)遺物の出土量は、あまり多くない。竪穴床面直
上レベルの竪穴中央から東側にかけて散在的に出土している。土師質土器皿・郭、白磁椀片などが出土し

ている。 (日寺期)11世紀末～ 12世紀初頭。
S16(第 8。 9・ 17図 )

(位置)第 2ト レンチ東西ライン中央部分、X9・ 10Y12～ 15グ リッドにて検出。 (重複・遺存状況)S15
および SK10。 12・ 13～ 15'19・ 20。 47・ 48と 重複しているが、SK13～ 15。 19。 20。 47・ 48は、土層

断面観察から本竪穴に伴う床下土坑と判断される。東側は、S15を掘り込み、SK10。 12に掘り込まれている。

西壁は欠失しているが、トレンチ北面の断面観察の結果、西壁の立ち上がりが確認できた。 (形態・規模等)

形態は隅丸方形を呈するものと思われるが全容は不明で、東西軸は約 48mを測る。 (壁 。壁清・床面等)
壁溝は東壁下において一部検出。竪穴部の確認面からの深さは最大 35 cmを 測り、床面は竪穴中央部から

東側にかけて堅固である。 (柱穴)小 ピットは数基検出されているが、柱穴になるかどうかは不明。SK48
ではS15ピ ット3と 同様に、扁平な礫が埋設された状態で検出されており、これも柱礎石となる可能性も

ある。 (カ マド)不明。 (出土遺物)遺物の出土量は多くない。当初 SK14・ 19。 20。 47に伴う出土として
取り上げた遺物も、本来は本竪穴建物跡に伴う遺物群として捉えられる。土師質皿、土師質蝸片、灰釉陶

器片、青白磁片、須恵器甕片 (二次転用品含む)な どが出上している。 (時期)11世紀末～ 12世紀初頭。
S17(第 9。 10。 17・ 18図 )

(位置)第 2ト レンチ東西ライン西側、X10・ 1lY10～ 12グ リッドにて検出。 (重複・遺存状況)SK21～
23・ 33～ 39・ 45。 46な どと重複するかたちとなっているが、これらは検出面からいずれも本竪穴建物跡

に伴う床下土坑および掘り方だと思われる。南壁側東寄りでは、畑潅漑におけるスプリンクラーの送水管

の埋設に伴う撹乱坑によって破壊されている。 (形態 。規模等)形態は隅丸方形を呈するものと思われる
が全容は不明で、東西軸は約 5,8mを 測る。 (壁・壁清 。床面等)壁溝は東壁下および西壁下において一

部検出。竪穴部の確認面からの深さは最大 34 cmを 測り、床面はカマド周辺部のみやや堅固。 (柱穴)柱穴
状のピットが数基検出されているが、柱穴になるかどうか不明。 (カマド)東壁に付設されているものの、
その大半は調査区外にあり、右袖部の側面部を検出したに過ぎない。長軸 0,77mを 測り石組である。カ

マド南側の床面上には、カマドに伴うと思われる焼土範囲が認められた。 (出土遺物)遺物の出土量は多い。

カマド前面およびその南側などの床面直上レベル、SK21な どの床下土坑内からの出土が多い。土師質土
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器杯・皿・鍋、台】大底部をもつ皿、植物繊維痕がみられる粘土塊などが出上している。また、後述する試

掘調査 Gト レンチの出上の遺物群のほとんどは、その出上位置から本竪穴建物跡に伴う遺物群であると

思われ、高台部に穿孔を施した灰釉陶器椀、灰釉陶器壷、鉄製紡錘車などがある。 (時期)11世紀末～ 12

世紀初頭。

第 2節 土坑・ピット [SK](第 6～ 12・ 18～ 19図 )

今回の調査で、SK恥を付して検出した土坑・ピットは計 48基である。この中には、先に報告 した竪

穴建物跡に伴う床下土坑のものも含まれている。各遺構の規模等のデータについては、後掲第 1表の一覧

表にまとめたので、それを参照されたい。

第 3節 溝状遺構 。旧流路跡 [SD](第 5・ 6・ 11・ 12・ 20図 )

本調査では計 9条検出されている。いずれも部分的な検出のため、その全体像は不明で、用途・性格も

不明な点が多い。

SDl(第 11図 )
X9～ 13Y21・ 22グ リッドに位置し、南北方向に延びる溝状遺構である。SK6・ 7な どと重複してお り、

本遺構が SK6に掘 り込まれ、SK7の上部に構築している。南側は撹乱により欠失しているが、さらに南

側の調査区外に延びると思われる。幅 0.35～ ■2m、 確認面からの深さ 15 cmほ どを測 り、断面形態はU

字状ないし浅いナベ状を呈している。出土遺物はほとんどみられないため、詳細な所属時期は不明。

SD2(第 11・ 20図 )
X9Y20グ リッドに位置し、南北方向に延びる溝状遺構である。SK9と 重複しており、同遺構に掘 り込ま

れている。南側は撹乱により欠失しているが、さらに調査区外に延びると思われる。幅 1.lm前後、確認

面からの深さ24～ 30 cnを 測り、断面形態はナベ状を呈している。出土遺物は土師器甕、須恵器甕の小片

がわずかに出上しているにすぎない。詳細な所属時期は不明。

SD3(第 11・ 20図 )
X9Y18。 19グ リッドに位置し、南北方向に延びる溝状遺構である。幅 ■7m前後、確認面からの深さ 18

cmを測る。断面形態はナベ状を呈している。土師質土器および灰釉陶器の小片が散々的に出土している。

所属時期は、出土遺物の状況からすれば、11～ 12世紀代と考えられようか。

SD4(第 12・ 20図 )
X12Y6グ リッドに位置し、北東～南西方向に廷びる溝状遺構である。幅 ■2～ 1,3m前後、確認面から

の深さ 40 cmを 測る。断面形態はナベ状を呈している。覆土上層部から灰釉陶器片、弥生時代赤彩土器小

片が散々的に出土している。詳細な所属時期は不明。

SD5・ 6(第 12・ 20図 )

Xll・ 12Y7～ 9グ リッドに位置し、北西～南東方向に延びる溝状遺構であり、SD6が SD5を掘 り込ん

でいる。SD5は、幅 1.2～ 1.4m前後、確認面からの深さ 40 cmを 測る。断面形態はナベ状を呈し、覆土内

には小礫を多く含んでいる。SD6も 、幅 ■2～ ■4m前後、確認面からの深さ40 cm前後を測る。覆土上層

からおもに遺物は出上しており、10世紀後半代を中心とする土師器郭 (墨書土器含む)。 小型奏片、古墳

時代 S字口縁甕片などが出土している。所属時期については、出土遺物が覆土上層に限らるため詳細は

不明だが、10世紀後半段階まで機能していた可能性は高い。

SD7・ 8・ 9(第 5。 6・ 12・ 20図 )
これらは、第 1ト レンチおよび第 2・ 3ト レンチ北端部で確認された旧流路跡である。東方から西方へ

流下していると思われ、SD7は その南端の一部、SD8も その北端の一部を検出したにすぎず、SD9は 幅
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約 13mを 測る。いずれの旧流路も表上下約 30側前後で、拳大から人頭大ほどの礫を多量に含む砂礫層が

露出し、SD9で はその内部で幾たびか流路を変更している状況が看取でき、かなりの水流があったこと

がうかがわれる。出土遺物は少ないが、SD9か ら8世紀後半代および 9世紀前半代の土師器が出上して

おり、次節の遺構外出土遺物で掲載している。

第 4節 遺構外出土遺物 (第 20。 21図 )

1～ 3は、SD9か ら出上した土師器琢片である。l。 2は 9世紀前半代の上師器郭で、1の底部外面には

墨書がみられるが判読不可能。3は 8世紀後半代の土師器郭底部破片で、外面には刻書がみられるが、こ

れも判読不可能。4～ 8は、3ト レンチ出上の土師質土器片、染付、瓦片である。9～ 15は、3ト レンチ

出土の上師器郭・甕、土師質土器片、古墳時代の S字口縁甕片である。

第 5節 試掘調査出土遺物 (第 22・ 23図 )

ここでは、試掘調査時に出土した主な遺物について トレンチごとに紹介しておく。1・ 2は試掘 Bト レ

ンチ出上で、SD9に伴うかどうか不明だが、摩滅がほとんどみられない。 1。 2は ロクロ整形の土師器奏で、

接合接点は見出せなかったが、両者は同一個体だと思われる。ロクロ整形の土師器甕の中心的な分布域は、

旧巨麻郡にあり、 8～ 9世紀代に盛行する。人代郡域での出土事例は珍しく、地域間の交流を考えるうえ

で貴重な資料と言えよう。3・ 4は試掘 Cト レンチ出上の灰釉陶器片と須恵器短頚重片である。 トレンチ

の設定位置から旧流路内出土だと思われる。5・ 6は試掘 Eト レンチ、7は試掘 Fト レンチ出上の須恵器蓋・

轟、内面黒色処理を施した土師器椀である。これらは本調査第 2ト レンチ X9～ 14Y18～ 23グ リッドあ
たりに位置する。8～ 27は、試掘 Gト レンチ出土遺物で、出土位置は本調査 S17検出範囲に重なっている。

27の打製石斧を除いて、ほぼすべて S17に伴うものであろう。この中で 24の灰釉陶器椀は、高台部付け

根部分に 3箇所に焼成前の穿了しを施しており、さらに底部内面は磨られたような痕跡があり、その用途が

問題となろう。

28～ 30は、試掘 Hト レンチ出土の古墳時代の S字口縁甕および壷片である。28は小型の S字口縁甕

であり、祭祀等に使用された可能性が考えられる。本調査では調査区は設定されなかったが、今回の調査

地の東側に当該期の遺構群が存在する可能性が高い。
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第V章 まとめ
これまでの報告のとおり、今回の町屋遺跡の発掘調査では、奈良時代および平安時代の竪穴建物跡を中

心とする遣構群が検出された。出土した土器群の年代観から、各竪穴建物跡の詳細な時期をみると、8世

紀前半代が 1棟 (S11)、 8世紀後半代 1棟 (S12)、 9世紀末～ 10世紀初頭 2棟 (S13。 4)、 11世紀末～ 12

世紀初頭 3棟 (S15。 6。 7)、 計 7棟である。しかし部分的な調査であったため、集落の広がりや遺構群の

変遷や展開といった集落の全体像を把握することは難しい。よってここでは、今回検出された竪穴建物に

ついて取り上げ、そこからみえる遺跡の特質についてふれてみたい。

建物遺構から町屋遺跡における特質を考えるうえで、一つの手がかりになるのが、棚状施設をもつ

S13号竪穴建物跡 (以下、S13と する)である。S13はすでに報告したとおり、第 3ト レンチ北端部分で、

S12・ 4と 重複して検出されている。出土土器の年代から、9世紀末～ 10世紀初頭に所属するものと考え

られる。各竪穴の新旧関係は出土遺物の年代から、S12の上部を貼って構築していると思われるが、S14

とは出土土器の年代では時間差はあまりなく不明瞭である。

S13は、カマドを付設する東壁が調査区外にかかり、カマドも全体の半分程度しか検出できず、煙道部

は確認できていない。棚状施設は、そのカマド右袖に取り付くかたちで、竪穴部壁内側に構築されている

ものだろう。2～ 3層から成る盛土で構築されており、おそらく竪穴部内部に構築されるタイプのもので

あろう。大半が調査区外にかかり検出面が狭かったため、硬化面などを把握することができず掘り下げて

しまい、断面観察のみの結果となってしまったことが悔やまれる。断面観察では、カマド構築土と同じよ

うな褐灰色砂質土を床面上約 15 cm水平に盛り上げている。さらにその上面には、「大」と記した墨書され

た土師器郭がやや傾いているものの正位で出上している。

この墨書土器は、単に不要品として置き去りにされた遺棄遺物ではなく、墨書土器の性格から鑑み、祭

祀行為の痕跡とみてよかろう。カマドは部分的検出ながら、袖石と思われる扁平な礫が、カマド左脇床面

に遺棄されており、カマド廃絶に係る破壊行為も想定できるため、この墨書土器もそれと関連する遺物と

して積極的に捉えておきたい。

棚状施設などの、生活施設を伴う竪穴建物跡は、近年山梨県内でも検出事例が増加している。桐生直彦

氏によると (桐生 2005)、 古代甲斐国における山梨・入代・巨麻・都留という旧郡単位では、これまで巨

麻郡域を中心に検出されていることが指摘されている。しかし未報告事例も合わせると巨麻郡の他、山梨

郡内など他郡でもみられることから、棚状施設をもつ竪穴建物跡が古代甲斐国全域に存在していることも

予測できる。ただ、当該期の竪穴建物跡全体の検出数に対しての棚状施設をもつ竪穴建物跡検出数の割合

が、竪穴総検出数の数°/。 という状況は、何らかの特殊性を有するものと考えられる。桐生氏は、当該竪穴

建物跡の全国集成を試みたうえで、それが検出されている遺跡の特徴を分析し、その結果、手工業生産に

関わる集団の遺跡である可能性を指摘されている。甲斐国内の事例も、桐生氏の指摘から大きくはずれる

ことはない。

甲斐国内において旧巨麻郡域に検出事例の偏りがみられる一つの背景として、馬匹生産やその他手工業

生産が盛んな地域であることがあげられる。こうした生産に携わった技術者集団が棚状施設をもつ竪穴建

物の建築技術を持ち合わせていたと推測することができる。しかし山梨郡内でも、甲斐国分僧尼寺の造営・

維持・経営に関わる集落を中心に検出されており、当該集落にも手工業生産集団が集住していた可能性が

強く、彼らと建築技術との関係が注目される。

一方、町屋遺跡に目を転じると、町屋遺跡周辺には、郡家クラスの付設される建物現模をもつ掘立柱建

物跡が検出された、旧人代町役場庁舎、現在の笛吹市役所人代支所が所在する堀ノ内遺跡や、甲斐国分尼

寺出上の瓦と同籠とされる瓦や、8世紀代の塑像 (薬師如来)が発見されている喩伽寺などがあり、郡家

および郡家附属寺院などが存在したと思われる地域に町屋遺跡は属している。特に堀ノ内遺跡では、 6世
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紀後半、 7世紀前半～8世紀中頃まで継続的に集落が営まれた後、一旦廃絶し、 9世紀中頃以降再び集落

が営まれはじめ、10世紀以降隆盛する集落がみられ、堀ノ内遺跡のこうした集落の展開が、郡家施設の

造営・廃絶の状況を間接的に物語っている可能性が高い。

また、喩伽寺出上の甲斐国分尼寺同範瓦については、国分寺との有機的な関連が強くうかがわれ、単に

郡家附属寺院といった性格の他、国分寺を中心とした仏教信仰のネットワークの一つとしてその性格を変

化させていった可能性も考えられる。例えば、「定額寺」といった官寺の一つとして当該地域に存在した

可能性も考えられよう。甲斐国における「定額寺」については文献史料も少なく、その実態や存在すらあ

まり知られていない。仮に郡家附属寺院から官寺へと変化したという状況が捉えられれば、それは国府と

国分僧尼寺造立に伴う人代郡家移転問題とも絡んでくると思われ、今後のさらなる考古学的な資料の蓄積

が期待される。

町屋遺跡をはじめとする当該期の周辺集落は、こうした官衛・寺院施設の経営や維持を支えた集落であっ

たことは十分想像できる。町屋遺跡 S13の 出土遺物の中に、ウルシ状付着物がみられる土師器郭が数点あ

るが (第 15図 S134他 )、 それらは手工業生産に携わる集回の存在を想起させるもので、郡家との関連を

考えるうえで興味深い。

以上簡単に、8世紀前半代から10世紀初頭段階を中心に町屋遺跡の様相の一端を述べてきた。10世紀

初頭以降、次に遺構としてみられるのは 11世紀末段階からである。10世紀末から12世紀にかけて、行

政区画の再編や諸勢力による新たなる開発や荘園の成立など、さまざまな動向がみられる時期でもある。

11世紀末から12世紀初頭段階の考古資料は、近年、国府周辺地域でも増加している。古代の人代郡域や

山梨郡域の地表層には条里型土地割が広く展開しているが、詳細な発掘調査がおこなわれていないため、

その施工時期は不明であるが、 9世紀中頃から10世紀以降、集落が増加する背景には、新たな開発領主

による耕地拡大のための条里開発という背景も考えられる。極めて興味深い傾向であるが、今しばらく資

料の蓄積を待って検討を試みたい。

最後に、棚状施設をもつ竪穴建物跡をめぐっては、竪穴建物におけるさまざまな生活施設の存在が、近

年、調査担当者のあいだでも認識され、その調査事例も増加してきた。棚状施設は、地山面の掘り残しで

構築される場合は、比較的検出されやすいものの、盛土構築の場合、床面のように踏み回められることが

少ないため、硬化面が形成されにくく、さらに完形土器などの出土遺物を伴わない場合はさらに見逃しや

すい遺構である。竪穴建物跡の上層観察用セクションベルトの設定段階から、単に十文字ではなく、その

存在を考慮してカマド両脇にセクションベルトを設定するのも有効であろう。古代の竪穴建物跡は、柱穴

や貯蔵穴、壁溝、カマドなどの有無が判明すればいいのではない。さまざまな施設の存在を想定し、目的

意識をもって調査にあたらなければ、本来あるモノが無いという事態に陥りかねない。今後も目的意識を

もって調査に臨みたい。

末筆ではあるが、極寒の中、現場作業にあたっていただいた作業スタッフをはじめ、ご指導をいただき

ました各関係諸機関に厚く御礼を申し上げたい。
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挿図
番号

位置
(地区・Grid等 )

重   複 形  状 長 軸 角豆  草由 深  さ
出土遺物/備 考

第6図 K20。 21Y23・ 24 晴円形 (0 3) ■を掘 り込む

第 10図 X13・  14Y22・ 23 な し 円形か 1 34 77) 0 64 土師器不片・縄文後期土器片出土

第10図 X13・ 14Y24 な し 隋円形 1 34 1 14 0 58 打製石斧出土

第 0図 X12・  13Y24・ 25 な し 桁 円形 か と 22 (0 0 18

第 0図 Xll-13Y24 な し 楕円形か 2 36 (108) 0 72 隠文後期土器片出土

第 図 XllY21 ,22 精円形か 0 65 (0 46) 0 55 SDlを 州 り込む

劣 図 X10Y21 ・ 22 楕円形 0 91 0 76 0 49 〕Dlが 上部に構築、縄文前期上器片出土

第 図 X9Y21 な し 楕円形か 0 90 021 0 31

第 図 X9Y20 円形 か 0 67 (0 5D2を州 り込む

SK10 第8図 X10Y13・  14 楕円形か 1 01 (06) S16を机り込む、土師質土器片出土

第8図 X9Y17 円形か 0 55 (0 0 49
S15を lI「 り込む、上面に扁平礫あり、土師器甕片・須
恵器甕片出土

SK12 第8図 X10Y14 精円形か (0 82) (0 24) 0 44 S16を加 り込む

SK13 第8図 X10Y14 精円形 0 78 0 57 S16と の新旧関係不明陳、灰釉陶器椀片出土

SK14 第8図 X9。 10Y14 楕円形か (108) (0 75) 0 28
S16の床下土坑か、土師質土器片・甕片・灰釉陶器椀
片出土

5 第8図 (10Y14・  15 精円形か 0 87 (046) 0 25 S16の床下土坑か

6 第 12図 な し 精円形か (078) 0 50 覆土中に礫を多く含む、土師器イおよび蓋片出土

7 第12図 12・ 13Y5。 6 SK18 楕円形 0 57 0 56 0 49 SK18を掘り込む

8 第12図 ・ 6 SK17 精 円形 0 50 E046] 0 39

9 第8図 精円形か 0 71 (035) 土師器甕片出土

SK20 第8図 (9。  10Y14・  15 宥円形か 0 74 0 27 S16の床下土坑か

第9図 (10Y12 17 有円形か (07) (047) 0 33 S17の床下土坑か、土師質皿多数出土

SK22 第9図 (10・  1lYll 17・ SK23 宥円形か 1 45 (075) 0 22 S17の床下土坑か、土師質皿片・縄文中期土器片出土

第9図 1lYll 17 ・SK22 宥円形 か (034) 0 20 S17の床 下 土坑 か

SK24 第9,12ぼ 1lY9 ;K25。 26 埼円形か (055) (04) 0 26

SK25 第9・ 12目 1lY9 SK24・ 26 肴円形か 0 72 (036) 0 27

SK26 第9・ 12区 1lY9
;K24・ 25 ・27・

を9・ 43
肴円形か (037) 0 57 0 22

SK27 第9。 12日 XllY9 ・ 10 SK26・ 41-43 宥円形か (06) (044) 0 25

SK28 第9図 X10 ・ 1lY10 ;K40-42 布円形か 0 39 (025) 0 45

SK29 第9,12区 XllY9 SD6、  SK26・ 43 省円形 か (0 63) 0 35

第12図 XllY8'9 宥円形 0 47 0 45

第12図 12Y8 宥円形 か 0 48 (04) 0 39 土師質土器tTN出 土

SK32 第 12図 X12Y7 な し 治円形 0 27 0 23 0 28 柱穴状の上層堆積状態を示す

第9図 XllY10・  11 S17、  SK34。 35 論円形か 0 75 (035) 0 27 7の床下土坑か

第9図 XllY10 17、  SK33・ 45 脩 円形 か (07) (0 45) 0 19 S 7の床下土坑か

第9図 X10・  1lY10 11 S17、  SK33・ 36 隋円形か (055) 0 18 7の床下土坑か、底而に礫

SK36 第9図 X10 ・ 1lY10・  11 S17、  SK35'37・ 38 隋円形か 0 92 05 02 S 7の床下土坑か

SK37 第9図 X10 ・ 1lY10 17、  SK38 脩円形か (0 40) 0 44

第9図 X10Y10 S17、  SK36 ・ 37・ 39 隋円形か (040) 0 38 0 22 S17の床下土坑か

第9図 X10・  1lY10 S17、  SK38 隋円形 か (051) 0 33

第9図 X10 ・ 1lY10 S17、  SK28 ・ 44 脩円形か (025) 03 0 20

第9・ 12図 XllY10 SK27・ 28・ 42 隋円形んゝ (033) (021) 0 18

SK42 第9'12図 SK27・ 28・ 41 円形 か 0 29 (016) 0 38 S17tヨ半うピットか不明

SK43 第9・ 12図 XllY9 SK26・ 27・ 29 惰円形か (044) (04) 0 34 S17の床下土坑か

SK44 第9・ 12図 XllY10 SK40 円 形 0 22 0 20 0 14

第9図 XllY10 S17、  SK3電 脩円形か 0 37 0 33 0 24

第9図 X10Yll 隋円形か (045) (033) 0 18 S17の床下ピットか、撹乱に破壊される

第8図 X10Y13 隋円形 0 67 0 56 0 28 S16に伴 う床下土坑か

第8図 X10Y13 楕円形 0 86 0 25 0 12 S16に伴う本主穴か

第 1表 町屋遺跡 SK(土坑・ピット)一覧表
※数値における ( )=現存値/[ ]=推 定値を示す
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第 4表 町屋遺跡出土金属製品観察表

出土地点 図版 番 号 分 類
法量 (cm)※ ( )は推定値又は現存値

材 質 備  考
長 幅 厚 重量 lg)

試掘GⅢレ 第23図 艤 車 (16i ω 鉄 S171こ伴 うものだろう

出土地点 図版 番号 分 類 長さ・幅・厚さ (m) 重さ (g) 石 材 欠損状況 備  考

第15図 鰤 凹石 11.1 '3.2 470 一部欠け 磨面 も部分的にみ られる

S12 第15図 石核片 ,2.0 9 黒曜石

SK3 第 18口 打製石斧 lll e 122

試掘Gトレ 第23図 打製石斧

第 5表 町屋遺跡出土石製品観察表
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ｔ

磁

陽

Ｎ

渦

Ｍ

＼

Ｅ
留
；
Ｎ
ぬ
∈
∽

坐
び

Sll SKl
l 暗褐色砂質土 (75YR3/3)焼土小ブロック 炭化物やや多く
含む (SKl)
2 暗褐色砂質土 (10YR3れ)焼 i小 ブロック 炭化物やや多く
含む (SKl)

褐色砂質 と(10YR4れ)黄欄色砂質上ブロック多 く含む (SKl)

i`褐 色砂質土 (75YR3/2)炭化物 焼土小ブロック含む (S11)
暗褐色砂質 L(10YR3/3)炭化物多く含む 焼上小プロック
含む (S11)

褐色砂質 iヒ (10YR74)成化物・焼土小プロック含む (S11)
褐色細砂～中砂 (砂礫旧)(10YR4/6)‖ 音褐色J!混 じり (SD7)
褐色中砂 (砂礫層)(10YR4/4)(SD7)

SPA岳 |

2952m

EPA

29S2m

S11カ マ ド
1 黒褐色砂質土 (75YR3/2)炭化物・焼土小ブロツ
ク含む

2 黒褐色砂質Ji(75YR3/1)黄褐色砂質土混 じり ,

焼土小プロック 炭化物少牡含む
3 にぶい赤褐色砂質とL(5YR4/3)焼 土少量含む
l■褐色粘質」i況 じり

4 黒樹色砂質上 (75YR3/1)黄褐色砂質上混 じり
成化物少合む

5 にぶい黄褐色砂質上 (10YR4/3)黒 褐色砂質上
況 じり

|

S12・ 4

EPA'
1 暗掲色砂質土 (lσrR3/4)黄 褐色砂質土粒・炭化物含む (S14)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色砂質土粒・炭化物含む (S14)
3 掲色砂質土 (10YR4/4)焼 土粒少含む (S14)
4 暗褐色砂質上 (10YR3れ)黄褐色砂質土粒 炭化物やや多く含む (S12)
5 灰質褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色砂質土粒 炭化物やや多く含む 焼土小ブロック含む
6 にぶい黄褐色砂質土 (10Y馳/3)黄褐色砂質土粒・炭化物・焼土小ブロック含む (S12)
7 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/3)黄 褐色砂質土粒 (創2)

第 6図  S11・ 2・ 4号竪穴建物跡、SKl
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S12カマ ド
暗褐色砂質土 (75YR3/3)焼 土小ブロック 炭化物多 く含む
褐色砂質上 (75YR4れ )焼土多 く含む 灰褐色粘質土プロック含む
晴褐色砂質土 (75YR3れ )焼上小プロック 炭化物含む
褐色砂質上 (75YR4/3)灰褐色粘質土小プロック含む
褐色砂質土 (10YR4/4)焼土粒子・炭化物粒含む
6 灰褐色砂質土 (75YRク 2)灰褐色粘質土プロック含む 炭化物粒・焼土粒含む
7 灰質褐色砂質土 (10YR4/2)灰褐色粘質土ブロック含む 炭化物粒 焼土粒含 b
8 灰質褐色砂質土 (10YR5/2)炭化物 黄褐色砂質土混 じり
9 にぶい黄褐色砂質土 (loYR4/3)粘土粒 ,炭化物粒含む
10 暗褐色砂質土 (10YR3/4)焼土小プロック 炭化物多合む
11 褐色砂質土 (10YR4れ)焼土小プロック・炭化物少含む
12 にぶい黄掲色砂質土 (10YR4/3)炭化物少含む

∬2958m

SPB

第 7図 S12,3号竪穴建物跡

S13(カ マ ドも含む)
1 暗褐色砂質上 (101rR3//3)刀 礫ヽ 炭化物 焼土小プロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)イ 礫ヽやや多く含む。炭化物 焼土小ブロッ
ク含む

3 暗褐色砂質土 (10YR3/3)粘 土粒・炭化物粒やや多い
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)炭 化物・焼土小ブロック ‐小礫や
や多 く含む

5 褐灰色砂質土 (10YR4/6)棚 構築上
6 褐灰色砂質土 (10YR4/1)棚 構築土
7 褐色砂質土 (10YR4れ )
8 黒褐色砂質土 (10YR3/1)炭 化物粒含む
9 褐色砂質上 (75YR4/3)焼土プロック・炭化物多含む
10 灰褐色砂質:L(75YR4/2)焼 上ブロック 炭化物含む
n 褐色砂質土 (10YRク4)焼 iプロック・炭化物多含む
12 灰相色砂質■ (75YR4/2)し まり強い、焼土ブロック
む (カ マ ド)

13 褐灰色砂質土 (5YR4/1)焼土 炭化物含む、灰ttJttWitt liブロック
含む (カ マ ド)

14 晴赤褐色砂質上 (5YR3/2)焼上 炭化物多 く含む、灰褐色粘質上ブ
ロック含む (カ マ ド)

単褐色砂質上 (5YR3/1)焼土 炭化物含む (カ マ ド)
にぶい赤褐色砂質■ (5YR4/3)焼 上・炭化物含む (カ マ ド)
にぶい赤褐色砂質土 (5YR4/4)甲 ,I粒 炭化物粒 黄褐色砂賃上ブ
ロック含む (カ マ ド)

褐色砂質上 (75YR4/4)fBr上粒・炭化物粒・黄褐色砂質土ブロック
含む (カ マ ド)

タナ状施設盛■

(カ マ ド)

(カ マ ド)

(カ マ ド)

炭化物多含
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S15】ヒ面

1 褐色砂質上 (10YR4/4)焼土小プロック 炭化物少含む
2 H音褐色砂質土 (10YR3/3)綻上小ブロック 炭化物含む
3 暗褐色砂質 〕t(10YR3/4)焼 土小プロック 炭化物少含む
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)焼上小ブロック 炭化物少含む

SKll

―

I

表土
    |

|

ジ   1 SPC ＳＰ

一舒 諭＼
O/騨

m

SK15

一

/1。

※SKNoに ついては、通物分布図を参照

褐色砂質土 (10YR4お )暗褐色砂質上混じり        '/40
黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色砂質土ブロック含む 炭化物・焼土粒少含む
S16お よび SK14・ 15

暗褐色砂質土 (10YR3/3)焼 土小ブロック・炭化物含む

灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 掲色砂質土ブロック・炭化物含む

4PJ灰 色砂質土 (10YR4/1)焼 上十炭化物 灰 混合土
灰黄褐色砂質 と (10YR4/2)賞 栂色砂質上ブロック多く含む
黒褐色砂質上 (10YR3/2)決 化物 焼 i小プロックやや多く含む (SK14・
19)

6 灰黄褐色砂質■ (10YR4/2)炭 化物・焼上小ブロツク含む (SK14 19)
7 ■!褐色砂質 L(10YR3/1)炭化物 焼上粒少含む (SK14 19)
8 晴褐色砂質土 (10YR3/3)糞 褐色砂質liブ ロック多合む (SK14・ 19)

ド
9蓉
恋綴解 紆

Ю釈 い や粘得 貰褐色砂附 ブロッ判 ヒ物

〔を:)|| ::と
み鉦
'点
寸色与:12権二手を i;:七 :千三をな棺極こイ 号

'

12 里褐色砂質上 (10YR3/1)黄 褐砂質」iブロック含む

=r｀
S16および SK10'12
1 暗褐色砂質土 (10YR4/6)イ 礫ヽ多含む、粘 Jを粒 炭化物粒含む (SK10)
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)炭 化物粒含む、焼土小プロック少含む (SK10)
3 褐色砂質土 (10YR4/4)炭 化物粒含む、焼土小ブロック少含む (SK10)
4 暗褐色砂質土 (10YR3/3)炭 化物やや多含む (SK12)
5 褐色砂質土 (10YR4/6)暗 褐色砂質土混 じり (SK12)
6 暗褐色砂質土 (10YR3/4)炭 化物粒含む (SK12)
7 褐色砂質土 (10YR4/4)刀 礫ヽ 炭化物粒含む
8 にぶい黄褐色砂質上 (10YR4/3)焼 土粒 炭化物多含む
9 褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色砂質土プロック含む

SPC     SK14 SPC'

SK19

tsPB'

SK10 3

第 8図  S15・ 6号竪雌 物跡、 SK10-15。 19。 20・ 47。 48

S16内 SK14・ 16
5 黒褐色砂質土 (10YR3/2)炭化物 焼土小ブロックやや多く含む (SK14・ 19)
6 灰黄褐色砂質土 (10YRν2)炭化物 焼土小ブロック含む (SK14 19)
7 黒褐色砂質土 (10YR3/1)災化物 ,焼上粒少含む (SK14 19)
8 暗褐色砂質上 (10YR3/3)黄褐色砂質 とブロック多含む (SK14・ 19)
9 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)や や粘質 黄褐色砂質土ブロック・炭化物含む (SK14 19)
10 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)や や大きめの焼上ブロック、にぶい黄褐色粘質上ブロック含む
11 黒褐色砂質上 (10YR3/2)焼土プロック、にぶい黄褐色粘質土ブロック含む

SK48

S6内 SK47・ 48
1 暗褐色砂質上 (10YR3/4)
2 褐色砂質土 (loYR4/6)
3 褐色砂質上 (10YR4/4)

(S16中 にもSK番号あり)

-23-
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唖

EPA

EPA

※SKNoに ついては、通物分布図を参照

EPA'

i(10YR3/2)貨 褐色砂質土洸じり (S(28)
質土 (10Y磁 /2)賞 褐色砂質土ブロック含む (S(28)
上 (10YR3/2)賞褐色砂質■ブロック多含む (SK97)

(SD6)
や多い (SK29)

～ 29・ 33～ 46(S17遺物分布図中にもSK香号あり)

-24-

293 Sm ttB

S17およびSK21～ 23・ 27～ 29・ 33 34 37・ 39 43

り (SK39)
!洸じり 炭化物少含

猛泰倶豊殆宅:♭苫晋I二打等士」華総戦 粋離 と猛ツ多
く含む 焼土小ブロック(SK22)
梶獣犠督膀笙

6118苫
も,跡巡乱董争〕ガリ雛鞠と漉?P答む

(SK23)

にぶい貨褐色砂質上 (10YR4/3)黄 褐色砂質土ブロック多含む 焼土粒少含む
(SK38)

院銘 絡 魁 4継 4群鍬 跡 塞 歩

`争

夕発 騨(餡斜
6K鋤

褐灰色砂質土 (10YR4/1)黄褐色砂質土プロック多含む

8

b

d

f

g

協灰色砂質i(10YR4/1)ややシルト質 (SK21)
Fk貰替色砂質土 (10YR5/2)や やシルト質 焼上小ブロック 炭化
物粒含む (SK21)

(10YR4/3)黄褐色砂質iブロック含む (SKy)
4/1)貨褐色砂質土小ブロック含む (SK37)
4/1)炭化物含む (SK制 )

土 (10YR3/2)炭 化物Ii含む (SK27)
質土 (10YR5/2)黄 褐色砂質土ブロック多含む (SK")
上 (10YR3独 )貢褐色砂貿tブロック含む (SK43)
色砂質土 (loYR4/3)黄樹色砂質土ブロック含む (SK43)
土 (10YR3/2)黄 褐色砂質土やや淀じる黄褐色砂質上ブ

ロック

第 9図  S16。 7号竪穴建物跡、SK21



Ｋ２

１

２

３

４

単

EPA'

2955m

1 黒褐色砂質土 (10YR5/2)褐色砂質土混 じり
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黒 掲色砂質土混 じり
3 褐色砂質土 (10YR4/6)黒褐色砂質土混 じり
4 褐色砂質土 (10YR4/4)炭化物徴景淀 じる
5 暗褐色砂質上 (10YR3/3)褐色砂質土混 じり

第 10図 S17号竪穴建物跡、SK2～ 5

SPA'

褐色砂質土 (10YR4/6)暗褐色砂質土
混じり 炭化物微量含む

掲色砂質上 (10YR4/6)暗 褐色砂質と
混じり。炭化物微量含む

SPA

EPA

にぶい黄褐色砂質 と (10YR4浴)炭化物少含む
褐色砂質土 (10YR4/6)H浄 樹色砂質 iブ ロック含む
灰黄褐色砂質 と (10YR4/2)暗褐色砂質七ブロック含む
暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 欄色砂質上プロック多含む

SPA

I

I

ISPB'

-25-



SK6・ 7・ 8、 SDl
SK7'SDl

褐色砂質土 (10YR4/4)日 旨褐色砂質土況じり

褐色砂質土 (10YR4/6)暗褐色砂質上混じり
灰黄褐色砂質上 (10YR4/2)炭化物少量含む・黄褐色砂質
土小プロック含む

SDl・ SK7
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)刀 礫ヽ多含む・黄褐色砂質土ブロッ
ク含む 炭化物少含む (SDl)
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)イ 礫ヽ含む 黄褐色砂質土
ブロック含む 。炭化物少含む (SDl)
3 褐色砂質土 (10YR4/4)(SK7)
4 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄褐色砂質上小プロック含む

2953m   (SK71
SK8
1 黄褐色砂質土 (10YR5/6)暗褐色砂質土混じり
2 褐色砂質土 (10YR4/6)暗褐色砂質上混じり

SK9,SD2

SPB'

Ｋ６

１

２

３

IsPc,

Ｄ３

１

　

２

暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色砂質土プロック
焼上粒 炭化物粒含む
鶴色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色砂質土プロック
炭化物粒含む

2“ im坐

褐色砂質土 (10YR4/4)暗 褐色砂質土混じり 黄褐色砂質
土ブロック多含む

灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色砂質土小プロック含む

禍色砂質土 (10YR4/4)灰 黄褐色砂質土混じり

界 11図 SK6～ 9、 SDl～ 3

Ｋ９

１

　

２

Ｄ２

１
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望一２９４。
ＰＣ

一

萌

SK16
1 暗棚色砂質 Iを (10YR3/4)炭 化物 礫含む
2 鶴色砂質土 (10YR4/4)炭 化物含む
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3)炭 化物含む
SK17 18
1 ■1褐色砂質土 (10YR1/3)披 化物

SD4

黒褐色砂質上 (10YR3/2)

暗褐色砂質上 (10YR3/3)
にぶい黄掲色砂質上 (10YR4/3)

畢簡色砂質上 (10YR1/3)黄 t3色砂質 とブロック多含む

暗褐色砂質上 (10YR3/3)黄 褐色砂質上ブロック含む

黒褐色砂質Jt(10YR3/1)暗 褐色砂質上ブロック多含む 小礫多
灰黄褐色砂質■ (10YR4/2)暗 栂色砂質土プロック含む

Ｄ４

１

２

副・期

Ｋ３

１

２

３

‐ＳＰ

一

EPA

SK24・ 25、  SD5・ 6
1 灰士楊色f1/1質「 (10Υ R4/2)士褐色砂資「プロック含t」 炭化物介む (SK25)
2 褐と砂質t(10YR4■ )lt材 色砂質|ブロック含む 炭化物含む (S(25)
3 にメい世揚色砂質に(10YR4,3)lt協 色砂質rアロック含む tsK25)

SD8 9(平 面図は第 6図 を参照 )

駅
別
⑤
　
　
剖
３

陶『帥【アロツク作む　醐ｍ四

アロッ叩ブロ′朗鵡帥ブロ′ブロ′アロ′棚

蜘］蜘的呻蜘蜘蜘蜘］

SD6,SK27・ 29・ 43
1 1褐色砂rl L(10YR3/2)式 4b色砂資七やや泥じる韓褐と砂質[ブロック

'I」

(SD6)

2 11樹 色砂賢|(10YR32)小確多く含む (SD6)
3 にぷい貧褐色朋 l■ (10TR4お )(SD6)
4 褐と砂質i(10YR4/O ll格 色砂資k泥 じり(SD0
5 格色砂質上(10YR4/4)A協 と砂質tプロノク合む(SD0
6 貯樹色砂質上 (10YR3/4)1ヽ礁やや多い (SK29)
7 時褐色砂質L(10VR34)貨 樹也砂資「ブロック含む (SK43)
8 にメい資材也砂【r(10YR4/3〕 貨褐色砂賃上アロック作I」・ (SK43)
9 ‖格色砂資「 (10YR3/2)黄 褐と砂質Lプロンク多作む (S(27)
10 灰批褐色砂資

'(10YR5/2)士

褐也砂資,ブロック多含む(SK27)

第 12図  SK16-18・ 24′ヤ27・ 29´や32・ 41

SK32、  SD5 6 鼈 型
SPB

lt褐 色砂質 i(10YR3/2)暗 褐色砂質上混 じり
灰糞褐色砂質土 (10YR4/2)暗 獨色砂質上混 じり

褐色砂質上 (10YR4/6)Hヤ 摺色砂質 上プロック含む

SD8・ 9(第 1ト レンチ西壁 )
1 暗褐色砂礫解 (10YR3/3)
2 14樹 色砂礫用 (10YR3/2)
3 褐色砂礫ド (10YR4/6

～ 44、  SD4～ 6。 8・ 9
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第 刊4図 S12出土遺物
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第 16図  S14・ 5出土遺物
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第 18図  S17。 SKl～ 3・ 5。 7・ 10出土遺物
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第 20図 SD2～ 4・ 6、 遺構外出土遺物
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図版 1

13第 1ト レンチ (SD8・ 9)
西壁南側セクション (北東から)

7第 2ト レンチ東西ライン完掘全景

2遺跡調査前状況
(第 2・ 3ト レンチ付近、南から)

＼τ  
｀

8第 2ト レンチ東西南北ライン完掘
近景 (南東から)

14第 1ト レンチ (SD8'9)
西壁北側セクション (北東から)

3遺跡調査前状況 (第 2ト レンチ
東西ライン付近、西から)

9第 2ト レンチ南北ライン・
第 3ト レンチ完掘近景 (南東から)

12第 1ト レンチ (SD8・ 9)
完掘全景 (南 から)

15第 2ト レンチ (SD7)
検出状況 (東から)

1遺跡調査前状況
(第 1ト レンチ付近、東から)

4重機による トレンチ掘削風景 1 5.重機による トレンチ掘削風景 2

10第 3ト レンチ完掘近景 (北から) 11第 3ト レンチ完掘近景
(南から)



16.S11完掘状況 (南東から) 刊7.S11遺物出土状況 (南から)

図版 2

18S11カ マ ド完掘状況

19.S12・ 4完掘状況 (西から) 20,S12カ マ ド完掘状況 21S12カ マ ド遺物出土状況

22S12カ マ ド1潟遺物出土状況 23.Si3完掘状況 (西から) 24.Si3カ マ ド検出状況

25.Si3棚状施設セクション 26S13棚状施設上面出土土器 27S14遺物出土状況全景 (南東から)

28.S14遺物出土状況近景 29S15完 IFH】犬況 (東 から) 30 SЮ5内間仕切り施設等検出状況
(南から)



図版 3

37S17カ マ ド周辺吉[遺物出土状況
(西 から)

32.S16内 SK14・ 15。 19。 20完掘状況
(南 から)

33S16内 SK14遺物出土状況

34S16内 SK10。 12検出状況 35S17ラ書IFH】犬所と 缶菊:巧から) 36S17カ マ ド検出状況

38S17カ マ ド前面土器出土状況 39S17カ マ ド南脇遺物出土状況

40S17内 SK21遺物出土状況 41S17内 SK21遺物出土状況近景 42.SKl検出状況 (東から)

44 SK3遺物出土・完掘状況 (北東から) 45 SK3遺 物出土状況43 SK2検 出状況 (西から)



図版 4

47 SK5完 欄 犬況

56 SD4完 tF副対兄 (】ヒから)

48 SDl ・SK6・ 7完掘】犬況
(】ヒ東ん`ら)

● 1 ■  ́ 夕  ″

ⅢⅢI■4熟
51 SK9完 掘】犬況 (】ヒから)

″ケ一一， イ一一一一一，一
52.SK24´帝29,40′ヤ45会率完菰硼汰

'兄(層衛から)

54 SD3完掘状,兄 (東から)

57 SD5。 6、 SK31完掘・遺物出土状況
(南 から)

46.SK4・ 5完掘】犬況 (西から) (東から)

49 SK6・ 7テ]掘】犬

"L(膏

市表ん`ら) 50.SK9。 SD2完掘】犬況 (東から)

53 SK32完掘】犬況 (南から)

55 SD3遺物出土状況

58 SD6。 SK31遺物出土状況 (北から) 59調査風景 2 60調査風景 3



図版 5

S11‐3

▲
い　■
Ｓ‐２ぃ‐６

S11‐5

S12‐30(墨曜石 )

S12‐1(墨書 )

S12‐ 19 S12‐22

Si3‐ 14

Si4‐11(墨書アップ)



図版 6
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Ч
鰤

彎
Ｓ‐６．７

S16‐10S17‐ 1(内面)

S17=24



図版 7
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